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　August

葉月・雁来月

ご案内
お客様のご要望に応じて社員が定期的に
三重県内にお伺いさせていただいております。
何なりとお申し付け下さいませ。

2017年8月発行

定休日

　94号
　　　　　

休日営業

■ご不要になりましたお道具など 
　　　　   どうぞお売り下さい。

夏季休暇

ギャラリー森田ホームページ

ご覧ください！

蓮華升麻　photo by S,A    

gallery morita スタッフぶろぐ

 

http://ameblo.jp/gallerymorita/

休日営業

 8月

・・編集の窓・・

第㉖回は「松阪萬古(松古窯)」です出会いふれあい　全国茶の湯紀行

　8月号　  季節のお買得商品　
　　　　　　　

☎　0598-21-3178　

　

同時開催

中村良二　灰釉秋草茶碗

￥13,400→￥9,400

陽春　菊色絵茶碗
￥19,600→￥13,700

￥66,600→￥46,600

￥18,600→￥13,000￥22,600→￥15,800
嘉一　稲穂に雀茶碗

当店では、皆様にお抹茶を楽しんで頂けるよう
お待ちしております。近くにお越しの際は
気軽に遊びにいらして下さい（女性スタッフより）
　　　　　　　　　　　

￥18,600→￥13,000
加藤よしゑ　菊青海波茶碗

　　
　　
　　　　　　　

￥33,300→￥23,300 ￥8,800→￥6,200

￥6,500→￥4,500

坂下雄峰　桐扇面兎香合中村良二　灰釉茄子茶碗

 

￥14,500→￥10,100

http://www.gallery-morita.co.jp/

￥25,900→￥21,000

火 1
先負

水 2
仏滅

木 3
大安

金 4
赤口

土 5
先勝

日 6
友引

月 7
先負

火 8
仏滅

水 9
大安

木 10
赤口

金 11
先勝・山の日

土 12
友引

日 13
先負

月 14
仏滅

火 15
大安・終戦記念日

水 16
赤口

木 17
先勝

金 18
友引

土 19
先負

日 20
仏滅

月 21
大安

火 22
先勝

水 23
友引・処暑

木 24
先負

金 25
仏滅

土 26
大安

日 27
赤口

月 28
先勝

火 29
友引

水 30
先負

木 31
仏滅

杵型月に兎蓋置

長月の茶会

2代芳春　赤絵蓋物

他に射和萬古の陶工や伊賀丸柱の職人などによる
四ツ又焼（文久3年）が飯高郡下村大日(現下村)にあり
片口・急須などの日用品が製作されたが 明治11年
二代平四朗芳春がこれを引き継ぎ錦花山焼を開窯。　
明治40年（1907）に松阪の豪商
長谷川可同の勧めにより徳和焼
と命名され茶道具などを製作。
射和萬古と百々川焼の二系統を
引き継ぐ作品がみられる。

　松阪萬古　
佐久間家略系

大正3年三代亥之助芳嶙が継承、この頃松阪本町の豪商14代
小津笹川庵のすすめにより「松阪萬古」と改名。芳嶙は陶画工
として絵付（中でも人物花鳥）が得意で、道中絵、浮世絵、松阪
名所の銘々皿や宣長翁遺愛の鈴七種を型どった陶鈴宣長陶像
等がある。　小津家の紹介で家元に茶道具の指導を賜り、茶道
裏千家淡々斎より御好窯として「松古」の印を賜り、津泉筒花入
赤絵皆具など茶人愛用の茶道具が製作された。その後四代
勝山が引継ぎ、三千家をはじめとした茶道具の窯元として盛業
し平成10年五代芳山がその技を引継ぎ現在に至る。
尚、表千家おいては即中斎の捻梅水指・北野
大茶会水指・自筆赤絵福寿茶碗など御好物
がある。
※平成29年10月27・28日茶道裏千家淡交会
東海地区大会が松阪市内で開催される

二代芳春・・・四ツ又焼(下村焼)・錦花山焼・徳和焼

三代芳嶙・四代勝山・五代芳山・・・松阪萬古・松古窯

5代芳山 淡々斎好写赤絵皆具


